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Ⅰ 評価の基本的な考え方等 

青森市地方独立行政法人評価委員会は、地方独立行政法人法第７８条の２の規定に基づき、公立大学法人青森公立大学（以下

「法人」という。）の第３期中期目標期間の終了時に見込まれる業務実績について評価を行った。 

評価の実施に当たっては、当評価委員会が定めた「公立大学法人青森公立大学中期目標期間終了時見込評価及び中期目標期間

評価実施要領（令和４年３月２４日改正）」に基づき、法人の中期計画に定めた事項ごとにその実績等を明らかにした業務実績報

告書及び法人への聴取等に基づき調査・分析を行うとともに、その結果を踏まえて「項目別評価」及び「全体評価」を行った。 

 

１ 項目別評価 

   中期計画に掲げる次の事項（以下「大項目」という。）ごとに、中期計画の達成に向けた業務の進捗状況及び特記事項の内容

を総合的に勘案して、５段階により評価する。なお、教育研究については、その特性に配慮し、専門的な観点からの評価は行

わず、事業の外形的な進捗状況を評価する。 

  【大項目】 

① 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置（教育） 

② 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置（研究） 

  ③ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

  ④ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

  ⑤ 経営・財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

  ⑥ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するための措置 

  ⑦ その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置 

  【５段階評価】 

  ５：中期目標の達成において特筆すべき状況にある。 

  ４：中期目標を達成している。 

  ３：中期目標をおおむね達成している。 

  ２：中期目標の達成においてやや不十分な状況にある。 

  １：中期目標の達成において著しく不十分であり、重大な改善事項がある。 
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 ２ 全体評価 

   項目別評価の結果を踏まえ、第３期中期目標期間終了時見込における業務実績の全体について、記述式により市民にわかり

やすい表現等に努めながら総合的な評価を行う。また、必要がある場合は、法人に対する業務運営の改善その他の勧告事項を

記載する。 

 

 ３ 青森市地方独立行政法人評価委員会委員 
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議員 
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Ⅱ 全体評価 

１ 総評 

 

公立大学法人青森公立大学は、教育・研究の一層の推進と活性化を図ることにより、市の発展のために必要とされる有為な

人材の輩出と、大学が持つ知的財産を市民に還元し、経営経済をはじめとする各分野において、市が掲げる施策の推進に貢献

し、市民の生活及び文化の向上に寄与していくことを使命としている。                   

第３期中期目標期間（令和３年度から令和８年度まで）においては、期間の前半に新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より、様々な制限や事業の実施が困難であったにもかかわらず、中期計画の内容を着実に実施している。 

中でも、学生確保に関しては志願者獲得のために様々な取組を実施した結果、学士課程の一般選抜において、概ね目標値を

上回る志願者数を維持し続けていることは評価できる。 

また、キャリア支援については、学生のニーズに沿った支援を強化した結果、全国平均を上回る就職率を維持し、令和６年

度には就職率１００％を達成したことは高く評価できる。 

 さらに、地域の大学として使命を適切に認識の上、各種地域連携活動の実施や研究成果の地域還元、自治体と連携した地域

課題の解決等に積極的に取り組んでいることは評価できる。 

その他の事項についても着実に実績・成果を挙げており、総合的に勘案した結果、中期計画に定めた事項を実施できる見込

であると判断され、中期目標を達成していると評価できる。 

今後においても、中期計画に定めた事項以上の実績・成果が得られることに期待しつつ、様々な取組を通じて地域に貢献す

る高等教育機関としての機能を発揮し、使命である市民の生活及び文化の向上に寄与していただきたい。 
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２ 業務の実施状況 

 

大学の教育研究等の質の向上（教育）に関して、大学の教育理念等に基づき、令和３年度、令和４年度のコロナ禍において

も対面授業を基本とし、必要に応じて遠隔授業等も実施する適切な授業運営を行っているほか、学生から教員に対する授業評

価アンケートによる教育プログラム等の検証・改善の実施をしている。 

志願者の獲得を図るため、学士課程におけるインターネット出願(一般選抜）の実施や公式 LINE の導入、積極的な県内外へ

の高校訪問やオンラインも活用した出張講義等を実施している。 

キャリア支援については、キャリアセンターを軸とした Web ツールも積極的に活用した相談・面接練習やオンライン説明会

や面接に対応するためのミーティングボックスの導入などを行った。 

大学の教育研究の質の向上（研究）に関して、教員への個人研究費や戦略的研究助成事業による研究費の配分、研究成果の

ホームページ・学術リポジトリ・論纂・公開講座等での積極的な情報発信に取り組んでいる。 

地域貢献に関して、青森まるっとよいどころ祭りの開催や産官学との連携、「東青地域移住・交流サポート協議会」からの

事業受託や青森市ビジネスアイデアコンテスト参加などに取り組んでいる。 

業務運営の改善及び効率化に関して、法人経営と教学全般を包括する戦略会議を定期的に開催するとともに、大学運営に関

する意見聴取の機会として、各種会議を開催したほか、設立団体の青森市長と法人役員の意見交換会を実施している。また、

人事評価については、事務職員は本格実施して給与・昇任等に反映させているほか、教員職員は試行実施と令和７年度本格実

施に向けた関係規程の制定を行っている。 

経営・財務内容の改善に関して、教育関連収入については、高校訪問やオープンキャンパスの実施や情報発信を行い、受験

生の確保に努めているほか、研究関連収入については、科学研究費補助金等の外部資金や自己収入の獲得を図っている。ま

た、内部統制規程に基づく各種監査等の実施や研修を通した教職員の法令遵守に対する意識向上に取り組んでいる。 

自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関して、中期計画や年度計画の定期的な進捗管理や業務実績等に係る第三

者機関による外部評価の実施、当該評価結果の大学運営への改善事項等の反映及びＰＤＣＡサイクルによる継続的な改善に取

り組んでいる。 

その他業務運営に関して、インフラ長寿命化計画に基づく各種施設・設備の効果的な修繕等により、良好な教育研究環境の

保持に取り組んでいるほか、国際芸術センター青森の青森アートミュージアム５館連携への参画によるアートツーリズム誘客

等のＰＲ事業等を実施し施設利用の促進に向けた取組を行っている。 
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 ３ 組織、業務運営等に係る改善事項等 

 

   大学院について、志願者確保のための着実な取組は認められるものの、入学定員に満たない状況が続いていることから、そ

の着実な取組とともに、将来的なあり方も検討していく必要があると考える。 

  



- 6 - 

Ⅲ 項目別評価 
 

１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置（教育） 評価 ４：中期目標を達成している。 

学修成果を可視化した成績チャートを学生に提示し、学生自身で現状を確認できるシステムを構築したことは、学生の教育に

責任を持つ大学として高く評価できる。また、学生自身にとっても自分の学修状況を正しく認識でき、高い成果を得られたもの

と判断できる。 

教育プログラムや教育方法等について、検証及び改善を行う仕組みが構築され実行されていると評価できる。これらの取組を

通じて、学生の育成と教育内容に関する目標の達成が具現化されているものと評価できる。 

様々な社会状況、変化の中にあっても、グローバル化に適合した教育機会の充実を図ることが出来ていることは評価できる。 

学士課程の学生募集について、特に県内志願者獲得のため、出張講義、オープンキャンパス開催、進学説明会、大学見学会、

県内高校関係者との懇談会、高大連携特別講座等を継続的に実施し、特に高校訪問は高い水準で実施継続できており、各年度で

概ね目標を上回る志願者を確保していることは評価できる。 

大学院志願者の確保については、今後の取組に期待する。 

キャリア支援について、Web ツールを活用した相談業務や面接練習、ミーティングボックスやインターシップ保険料の大学負

担の新規導入等、様々な取組を実施して支援を強化した結果、全国平均値以上の就職率を維持し、令和６年度には就職率    

１００％を達成した点は特に高く評価できる。 

その他の事項についても、中期計画に定めた事項を着実に実施していると認められることから、全体として、中期目標を達

成していると評価できる。 
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２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置（研究） 評価 ４：中期目標を達成している。  

個人研究費の支給や戦略的研究助成事業を計画通り適正に実施し、基礎研究および応用研究を推進している点は高く評価で

きる。 

高い研究成果を顕彰するという目標に対し、令和５年度まで、著しく高い研究成果として顕彰に該当する業績はなかった点

は課題であったが、令和６年度から新たな基準として「顕彰のための選考対象者の基準」を策定し、各教員から提出される研

究業績から選考対象者を選考し、１０件の顕彰を実施した点は評価できる。その他の項目についてもおおむね実施しているも

のと認められる。 

地域社会のニーズを的確に把握し、課題解決のために研究に取り組み、その成果を国内外に情報発信しているとともに、具

体的な活動を通して地域貢献していることは地域の大学として役割を十分に果たしていると言える。 

地域の大学としての使命を適切に認識の上、地域課題の解決、地域社会への還元等に具体的かつ計画的に取り組んでいると

評価できる。 

教員に留まることなく、学生が研究活動に参加できる環境整備の充実を図っていることは、高く評価できる。 

教員の人材確保や地域貢献のため、研究環境の整備、研究者の能力向上支援等のための取組の充実が望まれる。 

その他の事項についても、中期計画に定めた事項を着実に実施していると認められることから、全体として、中期目標を達

成していると評価できる。 
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３ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 評価 ４：中期目標を達成している。 

地域の諸問題をテーマにしたゼミ活動や研究活動に取り組むなど、効果的な学修が行われている。今後、なお一層、各自治体

や地域と連携した活動を期待する。 

県、県内自治体、企業、ＮＰＯ等との連携を推進、地域活性化に資する活動を着実に実施できている点は高く評価できる。 

研究活動と一体的に取り組み、自治体や関係機関等との連携により、人材育成や市の発展に貢献するよう具体的かつ計画的に

取り組んでいると評価できる。 

地域貢献の観点から、地域への人材輩出が重要と考えられるところ、学生募集における県内志願者獲得や、キャリア・就職支

援における県内就職の取組等により成果をあげており、評価できる。 

青森市との連携事業においては、今後、市民を対象に公民館等で行われる小規模な学習機会を提供することに、積極的に取り

組むことを期待する。 

青森まるっとよいどころ祭りや学生によるアオモリワーケーション体験・交流プログラム企画・運営業務、青森市産官学連携

プラットフォームでの合同学修・研究発表会の開催、青森市学生ビジネスアイデアコンテストへの参画や、公開講座の開催等、

地域貢献に関する目標について積極的に活動を実施していることから、中期目標を達成していると認められる。 

その他の事項についても、中期計画に定めた事項を着実に実施していると認められることから、全体として、中期目標を達成

していると評価できる。 
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４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 評価 ４：中期目標を達成している。 

戦略会議、経営審議会、教育研究審議会、設立団体等との意見交換会を確実に、切れ目なく開催し、大学運営に反映させてい

ることは、業務運営の改善及び効率化に着実に結びついているものと高く評価できる。 

大学設置基準に定められた教員職員数を確保するための積極的な採用活動等、目標に向けた活動を着実に実施していると認め

られる。 

人材の確保については目標に沿って計画的に対応している。今後は教員・事務局職員の育成・確保とマネジメント能力の開発

が大学運営の帰趨を制すると考えられることから、計画的かつ重点的に取り組むよう期待する。 

教員の人事評価について、令和７年度から本格実施することとしたことは計画を上回る取組と評価できる。今後はその実施を

通じて、教育・研究・地域貢献の質の向上につながるよう期待する。 

事務局の業務内容、業務分担を見直し、適正な組織体制の構築に取り組んでいることは信頼される大学事務のあり方として安

定感があり、評価できる。 

その他の事項についても、中期計画に定めた事項を着実に実施していると認められることから、全体として、中期目標を達成

していると評価できる。 
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５ 経営・財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 評価 ４：中期目標を達成している。 

受験生確保のための高校訪問、オープンキャンパス等、戦略的に情報発信に努めていることにより、その効果も上がっている

ことが推察できる。 

経費抑制に向けた取組及び検定料収入や研究関連収入・その他の外部資金の積極的な獲得活動について、高く評価できる。 

資金の減少が続くなどの厳しさはあるものの、経営・財務全体としては、物価高騰や人件費の増加等による難しい環境下でや

り繰りしているものと評価できる。 

全体として、自己収入の増加、経費の抑制、資産の運用管理、内部統制について、目標に沿って対応しているものと評価す

る。なお、経営・財務を取り巻く環境は厳しさが続くと見込まれるため、青森市が交付する運営費交付金の適切な確保と有効な

活用が望まれる。 

その他の事項についても、中期計画に定めた事項を着実に実施していると認められることから、全体として、中期目標を達成

していると評価できる。 

 

 

  

６ 
自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するた

めの措置 
評価 ４：中期目標を達成している。 

中期計画や年度計画の進捗管理を定期的に行い共有するとともに、法人の業務実績について、自己点検・自己評価を実施

し、第三者機関による外部評価を受けるなど、中期計画の目標を順調に達成していると認められる。 

業務実績の自己評価結果及び外部評価結果等を踏まえ、大学運営の改善に活用・反映し、継続的な改善に取り組んでいるこ

とは、制度やシステムを活かし、多種の評価結果を真摯に尊重しているものと高く評価できる。 

その他の事項についても、中期計画に定めた事項を着実に実施していると認められることから、全体として、中期目標を達

成していると評価できる。 
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７ その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置 評価 ４：中期目標を達成している。 

学内の施設設備について、定期的な点検・診断により、インフラ長寿命化計画に基づく効果的・効率的な整備が行われてい

ることが「業務実績報告書」から十分に推量でき、評価できる。 

施設・設備を適切に整備している点、交流施設や国際芸術センターの一般開放による収入増加につなげている点は高く評価

できる。 

目標を順調に達成していると認められ、新型コロナウイルス感染症に係る危機管理対策本部による対応は、特に高く評価で

きる。 

安全管理及びユニバーサル社会の実現については、それぞれ目標に沿って取組がなされている。 

その他の事項についても、中期計画に定めた事項を着実に実施していると認められることから、全体として、中期目標を達

成していると評価できる。 


